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基礎が浮き上がる基礎が浮き上がる基礎が浮き上がる基礎が浮き上がる
場合、鉄骨ブレー場合、鉄骨ブレー場合、鉄骨ブレー場合、鉄骨ブレー
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基本モデルは、基本モデルは、基本モデルは、基本モデルは、X方向方向方向方向5スパン、スパン、スパン、スパン、Y方向方向方向方向2スパンのスパンのスパンのスパンの3層層層層RC造骨組の真中に連層鉄骨ブレースを入れたものです。造骨組の真中に連層鉄骨ブレースを入れたものです。造骨組の真中に連層鉄骨ブレースを入れたものです。造骨組の真中に連層鉄骨ブレースを入れたものです。
直交梁の影響を調べるために直交梁を含むものをモデル直交梁の影響を調べるために直交梁を含むものをモデル直交梁の影響を調べるために直交梁を含むものをモデル直交梁の影響を調べるために直交梁を含むものをモデル1、直交梁を除いたものをモデル、直交梁を除いたものをモデル、直交梁を除いたものをモデル、直交梁を除いたものをモデル2としました。としました。としました。としました。
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３．解析結果３．解析結果３．解析結果３．解析結果

３－１　３－１　３－１　３－１　1方向静的漸増増加解析方向静的漸増増加解析方向静的漸増増加解析方向静的漸増増加解析

　（１）層せん断力－層間変形角の関係 Y3

Y2
Y1

X1 X2 X3 X4 X5 X6
浮き上がった基礎の位置浮き上がった基礎の位置浮き上がった基礎の位置浮き上がった基礎の位置

連層ブレース

モデル１の骨組みの水平耐力はモデル１の骨組みの水平耐力はモデル１の骨組みの水平耐力はモデル１の骨組みの水平耐力は
モデル２のモデル２のモデル２のモデル２の1.15倍に達した。倍に達した。倍に達した。倍に達した。

両モデルとも基礎の浮き上がり点を境に両モデルとも基礎の浮き上がり点を境に両モデルとも基礎の浮き上がり点を境に両モデルとも基礎の浮き上がり点を境に
耐力が頭打ちとなった。耐力が頭打ちとなった。耐力が頭打ちとなった。耐力が頭打ちとなった。

モデル１では、直交梁の拘束効果により基モデル１では、直交梁の拘束効果により基モデル１では、直交梁の拘束効果により基モデル１では、直交梁の拘束効果により基
礎浮き上がり後も耐力が漸増した。礎浮き上がり後も耐力が漸増した。礎浮き上がり後も耐力が漸増した。礎浮き上がり後も耐力が漸増した。
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　（３）連層ブレースを含む１スパンに
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新たに仮定された外力新たに仮定された外力新たに仮定された外力新たに仮定された外力
分布による浮上り耐力分布による浮上り耐力分布による浮上り耐力分布による浮上り耐力
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（２）軸力変動
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1方向地震応答解析

●：基礎の浮き上がり点

直交梁Ｔ１の

基礎梁が降伏

３－２　地震応答解析３－２　地震応答解析３－２　地震応答解析３－２　地震応答解析
　（１）層せん断力－層間変形角の関係

　　（２）直交梁T1に作用するせん断力　　　　　（３）柱BのM－Ｎ相関関係

２方向地震応答解析では、直交梁２方向地震応答解析では、直交梁２方向地震応答解析では、直交梁２方向地震応答解析では、直交梁T１１１１の基礎梁が降伏することによって建物の剛の基礎梁が降伏することによって建物の剛の基礎梁が降伏することによって建物の剛の基礎梁が降伏することによって建物の剛
性が性が性が性が47%低下した。低下した。低下した。低下した。

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ

・・・・直交梁の拘束効果により、連層鉄骨ブレースの負担せん断力は増加直交梁の拘束効果により、連層鉄骨ブレースの負担せん断力は増加直交梁の拘束効果により、連層鉄骨ブレースの負担せん断力は増加直交梁の拘束効果により、連層鉄骨ブレースの負担せん断力は増加
　し、骨組全体の耐力は上昇した。　し、骨組全体の耐力は上昇した。　し、骨組全体の耐力は上昇した。　し、骨組全体の耐力は上昇した。

・・・・2222方向地震応答解析では直交梁が降伏するため基礎の浮き上がり後方向地震応答解析では直交梁が降伏するため基礎の浮き上がり後方向地震応答解析では直交梁が降伏するため基礎の浮き上がり後方向地震応答解析では直交梁が降伏するため基礎の浮き上がり後
　の拘束作用が減少し、　の拘束作用が減少し、　の拘束作用が減少し、　の拘束作用が減少し、1層の層間変形角が層の層間変形角が層の層間変形角が層の層間変形角が1/50に達した。に達した。に達した。に達した。

2222方向地震応答解析では直交梁の拘束作用が増大するため、連層ブレース方向地震応答解析では直交梁の拘束作用が増大するため、連層ブレース方向地震応答解析では直交梁の拘束作用が増大するため、連層ブレース方向地震応答解析では直交梁の拘束作用が増大するため、連層ブレース
の負担せん断力が増加し、の負担せん断力が増加し、の負担せん断力が増加し、の負担せん断力が増加し、1111層柱脚のＸ方向の最大曲げモーメントは層柱脚のＸ方向の最大曲げモーメントは層柱脚のＸ方向の最大曲げモーメントは層柱脚のＸ方向の最大曲げモーメントは2222倍倍倍倍
に増加した。に増加した。に増加した。に増加した。

ＸＸＸＸ方向のみに地震動方向のみに地震動方向のみに地震動方向のみに地震動

ＸＸＸＸおよびＹ方向に地震動およびＹ方向に地震動およびＹ方向に地震動およびＹ方向に地震動


